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2018 年に続き，European Scientific Institute

（ESI，欧州研究機構）BioHealth Computing School

の短期集中コース「Safe Nano Design，Summer

School」の Faculty 一員として招聘された。ナノ

材料応用について，大学院以上から選抜された学

生向けの濃密なコースである。Faculty は講義だ

けではなく Coaching も行うため緊張の連続であ

る。なお，ESI は欧州 CERN（欧州素粒子研究機

構）の教育研究組織として位置づけられている。

ジュネーブのフランス側 Archamps（アルシャ

ン）村の麦畑に囲まれた広大なキャンパス敷地を

有していて，企業専用のオフィス棟も存在する官

民共同の研究技術開発拠点である。この短期集中

コースのテーマの 1つが Bioinfomatics である。

欧州共同体 EU では数年前から OECD と共同

作業で欧州化学品登録規則（REACH）に遺伝子

影響情報と応用時の安全性予想を含めた高度統合

システム Effectpedia として進化させる作業が行

われている。最近の表現を使うと Bioinfomatics

を活用した化学品登録規則の新統合作業と言え

る。動物実験が制限されている欧州の安全性評価

ハンデキャップを補い，これからのイノベーショ

ンを支える基盤技術として，膨大な既存データか

ら新規化学物質の安全性予想を可能にしようとす

る意欲的な取り組みである。担当者の話では，京

都大学大学院情報学研究科の Bioinfomatics 研究

成果を参考にしているとのことである。我国の情

報処理研究が世界有数の情報技術基盤構築のため

に使われていることは，この分野における我国の

水準の高さを示す指標となるだろう。

昨今，データ分析が大流行で，統計はビジネス

だけではなくあらゆる分野で重要，イノベーショ

ンを創る打ち出の小槌，という言説で満ち溢れて

いる。しかし，記述統計学と推計統計学の分類が

されず，本来数学である統計学が妙な話へと向

かっている例が多々ある。統計熱力学は言うに及

ばず，かなり高度な数学的知識を必要とする分野

なのだが，用語の使い方が支離滅裂なコメンテー

ターによって「データは語る」「データを掘り下

げる」的な言説が溢れている。しかし，データを

いくら「深掘り」してもデータは何も語らないの

で，「データは語る」は騙りである。こんなコメ

ンテーターや情報番組が幅を効かせている様で

は，せっかくの京都大学の先端研究も国内では間

違って理解されてしまい，今後重要になる Bio-

infomatics の経済活動への貢献はお先真っ暗であ

る。早晩，聞きかじりの知識で話を盛っている解

説者を一掃しなければ，再生エネルギーや AI の

様に本質とかけ離れた誤った理解が社会に浸透し

て，健全なイノベーションで社会が活性化してい

くことの妨げになりかねない。

情報処理というのは，事象を一旦数値や記号に

置換えて，Variable（変数），Function（関数），

Value（数値）の関係を演算･分析することである。

その際，Parameter（媒介変数，母数）と Bound-

ary Condition（境界条件）によって計算条件が

変わる。メディアでは，やたらに「パラメーター

は…」と発言して変数と媒介変数をごちゃまぜに

している話が多すぎるし，演算・分析を行う上で

非常に重要な境界条件にはほとんど触れられてい

ない。すなわち，芸能人的解説者によって情報処

理に携わる専門家の考えることと世間一般の理解
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が乖離してしまっている。この混乱の典型がNHK

の「AI に聞いてみた」というシリーズ番組で，

バケツの中に数値を全部放り込んでかき混ぜて，

その中から「意外な結果が発見される」と放送し

ている。因果関係が不確定なものをつなげれば

「意外」なものが出現するのは当然なのだが，こ

れを番組の売りにされては困る。情報処理は「風

が吹けば桶屋が儲かる」を理論的に組み立てるこ

とで成り立っている。ディープ・ラーニングは樹

状分析からなるので因果律から外れたら学問では

なくなってしまう。

「AI にきいてみた」みたいに，あらゆる事象

（出来事）を闇鍋みたいな分析にかけてもおかし

な結果しか出てこない。小学生でも習う簡単な 2

軸のグラフ（X 軸，Y 軸）の X 軸に入れる数値

は「等価」でなければならない。X 軸を時間と

決めたら距離を入れてはいけないのである。もち

ろん，多変数樹状分析，クラスター分析といった

多変数分析手法もある。NHKが主張したいのは

このクラスター分析を用いて解析するということ

だが，それでもデータセットの変数は「等価」と

いう数学的条件をそれぞれの「決定木」で考慮し

なければならない。人間の判断が入る「クレンジ

ング」を詳らかにしなければ「AI にきいて」も

訳が分からなくなるだけである。むしろ，経済人

には馴染みのある日経平均株価の時間推移はクラ

スター分析の一つなのでこれを取り上げたほうが

良かったのではないか。それぞれの銘柄の，価格

の時間推移をまとめて一つの曲線で示す際，企業

業績や社会情勢に影響を受ける個々の銘柄の変動

はバラバラで統一性がない様に見えることがある

が，統計的手法でバラけ方を偏差として計算す

る。この株価変動グラフでは先達が「ローソク

足」という一種の偏差を表す，判り易い便利な表

示方法を発明してくれた。科学的論文でもグラフ

に偏差を表示することがあり，このローソク足に

見た目が似ている。

この様に情報処理というのは，最低限，高校の

数Ⅱ程度の知識を前提として話をしなければ話が

トンチンカンとなってしまう。面白おかしく経済

解説をしようとしている他局も芸能人に解説させ

る番組を持つので同罪である。もちろん，「AI に

よる Infomatics 分析」というのは未だ限定的に

しか可能でない。あくまでも，数値を行列として

並べて関数による変換，多数値出力という行列計

算を行なっているだけである。クラスター分析は

時には群論を用いて処理することになるが，これ

も行列を応用した関数処理である。AI と称され

るもののほとんどは高性能計算機による高度演算

処理である。

ここまでの話でも，工学系出身でない方々に

とって数学的な記述についていけないという諸兄

も多いことと思う。テレビでは視聴率を維持しよ

うと流行語の使いまわしや意外性の提示に終始し

て，結果的にいい加減な言説が流布してしまうの

である。常々思うことは，専門家として TV で

コメントしている方々は，ビッグデータ分析に使

われる数学を少しでも理解しているのかという疑

問である。21 世紀になって以来，プログラミン

グは数学を理解していなくても使えるものになっ

てきた。昔は MNEMONIC や FORTRAN のよ

うに代数学を勉強しないと使えないコンピュー

ター言語が主流であったが，C言語を経て，現在

では人間の感覚に近い言語でプラグラミングがで

きるようになった。面倒な計算は，外部関数とい

う形でブラックボックス化されているので「ボタ

ンを押す」感覚でプログラムできる。しかし，今

でも Infomatics の研究者は，事象（出来事）を

数学的記述に変換してアルゴリズムを設計し，プ

ログラミングする方法を地道に追求している。解

らないからと言って真の専門家を蔑ろにしてはい

けない。

さて，欧州は数学者や化学者を束ねて化学品の

データベースを構築しているのであるが，そこか

ら何を得ようとしているのか。答えは世界標準で

ある。化学物質のデータベース（DB）を持つこ
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とは国力と言えるので，ナノ材料の登録を切り口

にして米国の保有する世界最大の化学物質DBの

Chemical Abstract（CA）＊に対抗しようとして

いることは明らかである。米中の通商交渉では，

今更手を出せない化学物質DBの代わりに中国が

通信を掌握しようとしているので覇権争いに至っ

ているという見方もできる。Data Sheet は全て

の製品の通商において必須で，その化学物質の正

式名称，国際登録番号，基本物性は「全て」CA

に記載されているものに準拠することが要求され

る。つまり，新規物質合成に成功してもCAに掲

載されなければ通商に大きなハンデキャップを被

ることになる。逆にいうと，米国は自国の利益に

反する新規物質の登録を故意に遅らせる手段を

持っていることになる。また，CA利用は基本的

に有償なので内容を確認するにも閲覧料を支払わ

なければならないが，昔の数十冊のCA便覧本に

比べて電子化されたCAはずいぶんと高価なもの

になっている。欧州はナノ材料で米国に先行して

化学品登録 REACH の DB を構築しているのだ

ろう。ただし，彼らはAI 活用とは一言も行って

いない。

ESI での議論の中で欧州のナノ技術目論見が示

された。大量使用されている物質をナノ材料で置

き換えて，エネルギー効率がよく環境影響の少な

い代替物を生み出す腹づもりである。また，我国

同様にインフラの老朽化に悩んでいるので，特に

土木建築資材にナノ材料の活用を狙っている。ま

た，中国の廃プラ輸入禁止により大きな影響を受

けているので，ナノ材料を用いて多くの樹脂，特

にエンプラをリサイクル可能な樹脂コンポジット

に置き換えようとしている。

我国も技術立国を標榜するならば，官民を挙げ

てこの Bioinfomatics の覇権争いに立ち向かわな

くてはいけない。そろそろナンチャッテ科学技術

番組を止めて，真面目番組で先端技術を多くの日

本人に正しく伝え，国民の支持を得てイノベー

ションを進めなければならない。

（つるおか しゅうじ）

［注］

＊ 21 世紀になり，米国CAがドイツの世界最大の有機化合物

DB である Beilstein を獲得したので CA が統一 DB になっ

た。
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